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地域活動の継続や活性化をテーマにした協議体を活用し、地域活動の共通課題の解決を図るための仕組みづく
りについて検討を行う。

笹山見守り連絡会等の協議の場では、地域の活動団体・民間企業・介護事業所・専門職と連携しながら、高齢者
の見守りの体制づくりについて検討を行う。

職員間、区役所、関係機関とで連携を取りながら、可能な限り地域の会議や連絡会等に出向き情報交換と情報提供に務めた。
また「活動グループ連絡会」「笹山見守り連絡会」「千丸台情報連絡会」「医療・介護・地域連携会議」等の連絡会では地域課題や仕組
みづくりについて検討し、情報の共有、各機関との連携、顔の見える関係づくりの構築に務めた。それぞれの活動が日常的に繋がっ
てきているので、次年度も継続していくことで地域のネットワークの構築に務めていきたい。
認知症の取り組みについてはケアプラザが支援をしつつ、地域のキャラバンメイトの方たちが中心になって「認知症サポーター養成講
座」、連絡会、勉強会、見守り活動等を積極的に行った。キャラバンメイトの方たちの認知症に関する意識が年々高まり、地域活動に
も広がりが出来ている。今後も継続して地域と一緒に活動していきたい。

□ 区からのコメント
　活動の継続や活性化を目的とした連絡会や、多機関の連携を図るための連絡会など、目的に合わせた内容で連絡会が
開催されており、サポート役やつなぎ役を担うことができています。地域住民がいきいきと活動し、多機関が連携して効果
的な支援が行えるよう、更なる工夫を期待しています。

令和元年度 上菅田地域ケアプラザＰＤＣＡシート公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当エリアすべてに共通する山坂の多い環境は交通のアクセスが悪く、あらゆる面で移動の課題がついて回ります。高齢
者・障がい者及び子育て世代には日常的に不便を感じることが多いと思います。高齢化率は、平成30年9月時点で保土ヶ
谷区平均25.8％に対し、上菅田地区が32％、上新地区が34.8％、笹山地区が54.9％、千丸台地区が55.3％と保土ヶ谷区
の平均を大きく超えています。笹山地区と千丸台地区の２つの県営団地は既に高齢化率50%を越えていて、独居高齢者、
高齢夫婦、精神障害者、生活保護世帯、生活困窮者等、多くの課題を抱えている現状です。また支える側も高齢化してお
り、民生委員の欠員、地域支援者等の担い手不足の中で、2025年問題に突入している現状にどのように対応していくか
が大きな課題です。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

関係機関と連携しながら企画・開催することで、参加者にとって有意義な場となるよう工夫をする。今年度は、生
活支援コーディネーターと一緒に地域のインフォーマルサービスをテーマに開催する予定。

認知症の早期発見・対応の重要性を周知するため、地域への普及啓発や,見守り活動の実施をキャラバンメイトと
連携しおこなっていく。

定期的な会議や既存のサロン・カフェなどの場を通して積極的に地域に出向き、地域住民・地域の関係機関と障
害者施設とのつながりを強化し、地域からは障害理解、また障害者の社会参加を通して発展させていく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

222 228 223 237 230 230 94 95 95 96 94 91
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

223 241 250 234 234 229 91 95 92 90 84 67

利用者
実績
（人）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

　住み慣れた自宅での「豊かな生活」の維持を
目指して、「高齢者が要介護状態になることを
できるだけ防ぐ（遅らせる）」「要支援状態に
なってもその悪化をできる限り防ぐ」ために、高
齢者自身が地域において自立した日常生活を
送ることができるような、ケアマネジメントの実
践に努めます。

　地域包括支援センター、区役所、ｻｰﾋﾞｽ提供事
業所、民生委員、主治医その他関係機関との連
携を図りながら、上菅田地域包括支援センターが
担当している上菅田町及び新井町を中心として
困難ケースを積極的に担当していきます。
　また、介護保険サービスに限らず地域における
ｲﾝﾌｫｰﾏﾙｻｰﾋﾞｽや、その他必要な情報の提供を
させて頂きながら、ご本人やご家族が安心して自
宅での生活が続けられるように、適切かつ納得
頂けるケアプランの作成に努めます。

管理者　　　　　　　　　　1名（常勤兼務）
保健師等　　　　　　　　　１名（常勤兼務）
主任介護支援専門員　１名（常勤兼務）
社会福祉士　　　　　　　２名（常勤兼務）

　ケアマネジャー３名体制にて行います。事務職
は兼務で1名です。
　なお、要支援の方は基本的には地域包括支援
センターが担当ですが、必要に応じて委託を受け
て担当していきます。

公正、中立性の確保については「ハートページ」を活用し
て利用者中心の相談業務を実施継続できています。また
会場利用者の声を聞きながら利用しやすい環境づくりに
務めました。

全職員が事故の未然防止の意識を持って業務にあ
たり、常に危機意識を持って対応をしました。特にデ
イサービスの送迎前の免許証と交通ルール厳守に
関しての確認は朝の打ち合わせ時に徹底して行い
ました。
また、事故報告、個人情報取り扱いに関しては、会
議等で検証・検討し、事故再発防止に努めました。

令和元年度上菅田地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

　公正・中立性の確保については、相談者の意
思を大事にして関係機関につなぎます。常に利
用者の立場に立ち利用者の意志及び人格を尊
重し、提供及び紹介されるサービスが特定の事
業所に不当に偏ることがないよう公正中立に行
い、利用者の選択に基づき適切なサービスが多
様な事業所やインフォーマル機関などから総合
的に提供されるよう努めていきます。
　また、会場利用に関しては登録利用していただ
いているすべての団体へ利用ｱﾝｹｰﾄを行い、頂
いたすべての回答を掲示して改善すべき点があ
れば速やかに改善を行い、適時、利用される地
域の方へ結果報告を徹底して行います。

 デイサービス(通所介護)・地域包括・地域交流・
生活支援・居宅介護すべての部署で、運転免許
の定期的確認作業を実施します。また、一時停
止などの交通ルール厳守を徹底します。
　デイサービス利用者の体調確認・変化に伴う早
目の対応を心がけます。また、担当ケアマネ
ジャーやご家族への速やかな連絡により、早め
の通院等を促します。個人情報の保護の取り組
みとしては、定期的に行われる会議の場を使い、
個人情報取り扱いに関する注意をするとともに、
個人情報の書類の持ち出しを禁止し、鍵のかか
る書棚に保管することとしています。
　また、デイサービスの送迎順を書いたメモ等も
添乗者が責任を持って破棄することになっていま
す。乗務日誌も、最後の運転者が責任を持って
デイサービス書棚に保管することとしています。



３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者
実績
（人）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,775,087 0 19,775,087 19,775,087 0 横浜市より

0 0 666,850 △ 666,850

0 0 0 6,220 △ 6,220

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 6,220 △ 6,220

0 0 0 0

19,775,087 0 19,775,087 20,448,157 △ 673,070

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,689,000 0 10,689,000 12,048,607 △ 1,359,607

8,086,000 8,086,000 8,038,619 47,381

1,349,000 1,349,000 1,270,777 78,223

967,000 967,000 2,462,863 △ 1,495,863

25,000 25,000 0 25,000

166,000 166,000 165,763 237 ハマふれんど

96,000 96,000 110,585 △ 14,585

0 0 0 0

640,800 0 640,800 1,505,267 △ 864,467

10,000 10,000 0 10,000

250,000 250,000 279,779 △ 29,779 事務消耗品

0 0 0 0

10,000 10,000 0 10,000

100,000 100,000 176,290 △ 76,290 電話料料金・郵便代

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

50,000 50,000 87,300 △ 37,300 来客用ｽﾘｯﾊﾟ・業務用炊飯・電気魔法瓶

0 0 0 0

0 0 9,246 △ 9,246

0 0 3,200 △ 3,200

10,000 10,000 5,840 4,160

100,000 100,000 96,379 3,621 ＡＥＲリース・マット・モップリース料

5,000 5,000 12,960 △ 7,960 インターネットバンキング基本手数料

100,000 100,000 49,000 51,000 地域お祭り参加費・賀詞交歓会参加費・諸会費

5,800 5,800 785,273 △ 779,473 パソコン代・ｺﾋﾟｰｶｳﾝﾀｰ代・健康診断・火災保険他

1,262,362 0 1,262,362 1,280,248 △ 17,886

42,000 42,000 13,200 28,800

1,220,362 1,220,362 1,267,048 △ 46,686

0 0 0 0

5,746,915 0 5,746,915 5,377,763 369,152

4,300,000 4,300,000 4,285,470 14,530

420,000 420,000 418,560 1,440 床（カーペット）洗浄・浄化槽・貯水槽掃除

0 0 0 0

964,915 0 964,915 565,662 399,253

空調衛生設備保守 0 0 0 0

消防設備保守 120,000 120,000 111,621 8,379 消防設備点検

電気設備保守 50,000 50,000 48,576 1,424 電気設備点検

害虫駆除清掃保守 0 0 0 0

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 794,915 794,915 405,465 389,450 自動ドア・昇降機・浄化槽設備点検

0 0 0 0

62,000 62,000 108,071 △ 46,071 植栽管理・水質検査

474,000 474,000 464,172 9,828

962,010 0 962,010 1,084,374 △ 122,364

0 0 0 0

962,010 962,010 1,084,374 △ 122,364

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

19,775,087 0 19,775,087 21,760,431 △ 1,985,344

0 0 0 △ 1,312,274 1,312,274

800,000 0 800,000 666,850 133,150

800,000 0 800,000 1,267,048 △ 467,048

0 0 0 △ 600,198 △ 892,559

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 25,000
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理費
光熱水費

運営協議会経費

その他
地域協力費

事業費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

その他

機械警備費
設備保全費

共益費
その他

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

清掃費

修繕費

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

事務費

印刷製本費

消耗品費
会議賄い費

旅費

手数料

通信費
使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料

人件費
本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

令和元年度　「上菅田地域ケアプラザ」

支出の部

科目

収入合計

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

自動販売機手数料
その他

その他

印刷代



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,121,097 0 29,121,097 29,121,097 0 横浜市より
149,200 149,200 149,200 0 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 0 横浜市より
0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

35,062,297 0 35,062,297 35,062,297 0

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,615,600 0 30,615,600 18,873,582 11,742,018
24,468,000 24,468,000 12,947,157 11,520,843
3,277,000 3,277,000 2,735,214 541,786
2,290,000 2,290,000 2,463,243 △ 173,243

38,000 38,000 0 38,000
42,600 42,600 381,587 △ 338,987 ハマふれんど

500,000 500,000 346,381 153,619
0 0 0 0

365,143 0 365,143 1,524,417 △ 1,159,274

20,000 20,000 6,742 13,258 交通費

87,143 87,143 377,054 △ 289,911 事務消耗品費

0 0 0 0

3,000 3,000 0 3,000

80,000 80,000 296,086 △ 216,086 電話料金・郵便代金

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

50,000 50,000 18,548 31,452 シュレッダー

0 0 0 0

10,000 10,000 9,246 754

20,000 20,000 11,004 8,996

10,000 10,000 1,750 8,250

30,000 30,000 23,778 6,222 ＡＥＤリース料

0 0 12,960 △ 12,960 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ手数料

50,000 50,000 40,000 10,000 諸会費

5,000 5,000 727,249 △ 722,249 パソコン代・ｺﾋﾟｰｶｳﾝﾀｰ代・健康診断・火災保険他

2,044,182 0 2,044,182 509,732 1,534,450
630,000 630,000 231,000 399,000
952,982 952,982 31,897 921,085
149,200 149,200 149,200 0
312,000 312,000 97,635 214,365

0 0

1,527,972 0 1,527,972 1,429,524 98,448

1,140,000 1,140,000 1,139,175 825

120,000 120,000 111,260 8,740 床（カーペット）洗浄・浄化槽・貯水槽掃除

11,000 11,000 107,779 △ 96,779

43,000 0 43,000 42,583 417
空調衛生設備保守 0 0 0 0
消防設備保守 30,000 30,000 29,671 329 消防設備点検

電気設備保守 13,000 13,000 12,912 88 電気設備点検

害虫駆除清掃保守 0 0 0 0
駐車場設備保全費 0 0 0 0
その他保全費 0 0 0 0 自動ドア・昇降機・浄化槽設備点検

0 0 0 0

213,972 213,972 28,727 185,245 植栽管理・水質検査

126,000 126,000 123,387 2,613

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0
35,062,297 0 35,062,297 22,460,642 12,601,655

0 0 0 12,601,655 △ 12,601,655

0 0 0 0 0
1,414,182 0 1,414,182 278,732 1,135,450

△ 1,414,182 0 △ 1,414,182 △ 278,732 △ 1,135,450

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

共益費
その他

公租公課

その他

事業所税
消費税
印紙税

光熱水費

機械警備費
設備保全費

清掃費

修繕費

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

科目

人件費
本俸

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

協力医

その他
その他

リース料

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費

その他

収入合計

支出の部

施設賠償責任保険
職員等研修費

その他
事業費

手数料
地域協力費

指定管理料【生活支援】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】

令和元年度　「上菅田地域ケアプラザ」

科目

収支予算書及び報告書（特別会計）<包括・介護予防・生活支援>

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

その他
管理費

社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

振込手数料

通信費
使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費



平成31年４月１日～令和２年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引
7,000 6,800 5,000 6,634 -1,634 15,000 15,873 -873 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,000 6,800 200 5,000 6,634 -1,634 15,000 15,873 -873 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 14,000 16,803 -2,803 0 0
0 79 -79 0 0 0 503 453 50 0 0

160 331 -171 160 0 160 17 279 -262 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 5,300 -1,238 3,500 5,132 -1,632 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
消費税 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
介護予防プラン委託料 4,500 5,738 -1,238 3,500 5,132 -1,632 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

160 5,710 -1,488 3,660 5,132 -1,472 14,520 17,535 -3,015 0 0 0 0 0 0

6,840 1,090 1,688 1,340 1,502 -162 480 -1,662 2,142 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。
※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

支出合計（Ｂ）

 人件費
 事務費
 事業費
 管理費
 その他

★指定管理業務・委託業務として実施している介護保険事業のみ、対象です。

令和元年度　上菅田地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

第１号通所介護

施設名：上菅田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護

 介護保険収入

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 その他

収入合計（Ａ）

支
出



上菅田地域ケアプラザ

1 オレンジロバの会 H24
２：地域包括
支援センター
運営事業

２：発展させ
るねらい

担当地域におけるキャラバンメイトの自主
的な組織化を図ると共に、地域における
認知症の方々の見守り活動を広げてい
く。

５：地域

3か月に1回のペースで開催。サポーター養成
講座の計画の確認、役割分担、今後の活動に
おける振り返りや情報交換を行うと共に認知
症対応の勉強会をおこないながらスキルアッ
プに努める。
【開催時期】4/19・7/9・10/8・1/17

4 59

2
認知症サポーター養成講

座
H21

２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

サポーター養成講座を開催することで、認
知症への偏見をなくし、正しく理解してもら
いながら地域の中で家族、本人の見守り
サポーターを増やしていく

５：地域 4

認知症を正しく理解してもらう普及啓発として、キャラ
バンメイトを中心に地域住民、小中学校を対象に講
座を開催。
【開催時期】12/4　上菅田小学校5年・12/9　新井小
学校4年生　2/21　上菅田中学校　3年生
※3/28上菅田地区講座、新型コロナの為中止

3 302

3 終活講座 H24
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

独居や高齢世帯が増加していく中で終活
講座を実施しながら、自身のライフプラン
を段階的に様々な視点で捉えながら行動
するきっかけとする。

５：地域

参加者が現在の視点から死後までどのよ
うに準備していくか、エンディングノートを
活用しながら説明。後見制度、介護保険
サービス等の説明も実施。

2 41

4 ぷらざカフェ千丸台 H19
７：共催（１と

２と３）
１：優先的に
取り組み

・地域に出向き専門職がお話を伺い、関係
機関の紹介や地域の情報提供を行う身近
な相談窓口。
・講座開催を通じて周知啓発を図ると共に
顔のみえる関係づくりに努める。

５：地域 7

【日時・内容】
①偶数月/第2（水）13：00～14：00
生活支援センターとの共催「地域ケア会議」
➁奇数月/第2（水）13：00～14：00
包括による会介護予防/講座開催と軽食会
③第4（水）13：00～14：00　藤田医師の健康講
座

15 234

5 ぷらざカフェ笹山 H19
７：共催（１と

２と３）
１：優先的に
取り組み

・専門職が地域の出向き、関係機関の紹介
や地域の情報提供を行う身近な相談窓口。
・地域住民が気軽に集えるサロンとして顔
の見える関係づくりをバックアップ。
・自治会、地区社協、民生委員等との情報交
換

５：地域 7

【日時】毎月第4（火）10：00～15：00
【場所】笹山団地集会所
【内容】地域住民が自由に集える場の提供
①包括による介護予防、講座開催と軽食会
➁介護予防を目的に小物作り、麻雀や将棋、
和太鼓教室を提供

8 275

6 配食サービス「まんまる」 H11
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

引きこもりがちな高齢者や食事作りが困
難な方(障害者含む)への配食支援。安否
確認と広報誌配布など情報提供も含む １：高齢者 2

ボランティアスタッフによる手作り弁当の
配達　1食400円

28 957

7
おもちゃ図書館「子育て

広場」
H16

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

近隣地域在住で子育て中の親子へ仲間
づくり、交流、情報提供による子育て支援 ３：養育者

及び乳幼
児

7

お部屋の開放、おもちゃ・ビデオ・DVD・絵
本・布絵本・紙芝居等の貸し出し

153 424

8 てらんカフェ H9
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

活動団体利用終了後の喫茶や地域の方
の待ち合わせに利用できる場

５：地域 7

ボランティアスタッフによる喫茶販売

35 195

9 てらんクラブ H9
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

親子の心と体のふれあい。体操やレクリ
エーションを行うことにより、発達機能や
情緒を養う。

３：養育者
及び乳幼

児
7

親子体操。平均台、トランポリン等を用い
て体を動かす。

3 36

10
ミニデイサービス「てらん

森の友」
H12

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

介護保険等サービスを利用していない高
齢者(独居者等)へ引きこもり防止のため
外出の機会を提供する。 １：高齢者 7

ゲーム・夏祭り・ピアノ伴奏で歌唱・千丸台
保育園の園児との交流会・歌謡ショー・健
康リズム体操等 9 163

11 喫茶コーナー H16
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

喫茶サービスによる憩いの場の提供。付
近にはチラシや掲示板を置き、情報提供
の場としても活用。 ５：地域 7

受付カウンターにて珈琲サービス

319 517

12 福祉作業所製品販売 H4
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

作業場製品の販売により地域住民の障
害理解。

５：地域 6

近隣福祉作業所の製品(パン・焼き菓子・
小物・豆腐・味噌等)の販売と調整。

329 2230

13
笹山配食サービス

「ひまわり」
H23

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

笹山団地在住の高齢者・障害者への配食
サービス。当法人利用者の社会参加。

１：高齢者 2

ボランティアスタッフと当法人利用者によ
るお弁当作りと配食サービス　1食350円

9 39

14 健康づくり教室 H19
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

高齢者の健康と体力維持、向上、引きこ
もり防止、交流。

１：高齢者 5

健康体操教室

21 153

15 ふれあい収集 H24
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

千丸台団地在住の高齢者・障害者へのご
み出し支援。当法人利用者の社会貢献。

１：高齢者 2

横浜市資源循環局のふれあい収集をケ
アプラザ・てらん広場が引継ぎ、てらん広
場利用者と職員が安否確認を兼ねてごみ
回収。

258 3112

令和元年度　自主事業報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

16 てらん茶屋 H24
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

すべての地域住民の憩いの場、ふれあい
の場の提供。

５：地域 7

ボランティアスタッフによる手作りケーキ・
珈琲・紅茶・カレー等の提供。

9 191

17 千丸台朝市 H23
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

ケアプラザの理解と宣伝。地域住民と顔
の見える関係性作り。

５：地域 7

模擬店出店

2 200

18 こども太鼓 H24
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障害の有る、無しに関係なく一緒に暮ら
し、学べる場の提供。「自由な発想」「手作
り活動」「積極的な交流」を目指し、自分を
出せる場の少ない障害児が打てば響く和
太鼓を通して「自分を表現する場」づくりを
目指す。

２：障害
児・者

4

講師による和太鼓教室(月1回)・近隣地域
のイベント等の参加

11 146

19 てらん茶屋夜ver, H29
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

夕食の交流の場の提供。

５：地域 7

ボランティアスタッフによる手作りの軽食

9 241

20 きらきらコパン H24
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

子育て中の親子の仲間づくり、交流の場
の提供。季節に応じたイベント開催と子育
て支援の情報提供。

３：養育者
及び乳幼

児
7

リトミック

2 29

21 手話教室「ひまわり」 H28
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

視覚障害者の支援、手話と通じて仲間づ
くり、、交流の場。手先を動かすことにより
介護予防。 １：高齢者 5

手話教室

9 39

22 まんまる太鼓 H26
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

脳トレによる認知症予防。健康づくり、スト
レス解消、参加者の交流。

１：高齢者 2

講師による和太鼓教室(月1回)・近隣地域
のイベント等の参加

12 134

23 介護予防普及啓発事業 H20
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

地域に出向き、その地域の健康課題に応
じた介護予防講座の開催やイベントを活
用した健康づくりの普及啓発を行うこと
で、介護予防、健康づくりの必要性を理解
し、自ら活動に取組む高齢者が増える。

１：高齢者 5

時期：通年
内容：ロコモ予防・口腔機能向上・栄養改
善等の講座の開催や地域関係機関への
出張健康講座の実施。イベントでの薬局
を活用した健康づくりの普及啓発。

39 1061

24
地域介護予防活動支援

事業
H20

６：共催（２と
３）

１：優先的に
取り組み

既存の活動団体の支援や新たな活動の
場づくり、活動ボランティアの育成に取組
むことで、身近な地域に介護予防活動の
場や担い手が増え、住民主体の活動が充
実することを目指す。

１：高齢者 5

時期：通年
内容：既存の活動団体の現状把握や活動
団体の新規立ち上げ支援、活動グループ
連絡会による活動の継続・活性化支援。
スリーA支援者養成講座によるボランティ
アの育成。

33 542

25 楽しく健康体操 H9
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

介護予防。転倒予防骨折体操グループ
リーダー研修を目指す。

１：高齢者 5

お手玉、タオルを使った体操、脳トレ。

1 12

26 ほっとフレンズ H20
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障害児に「新たな場」を提供し、またその
家族のレスパイト。障害に理解あるボラン
ティアの育成。 ２：障害

児・者
7

季節に応じたイベント(夏祭り・和太鼓など)

2 74

27 消費者被害普及啓発 H30
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

高齢者を狙う悪質商法未然防止の普及
啓発を個人、地域向け、事業所向けに随
時行っていく。個人の注意喚起及び地域
での見守り体制が詐欺被害を減らすこと
に繋がる。

５：地域 1

消費者センターや警察からの資料を配布
しながら、詐欺の種類、被害の実例等を
挙げ、クーリングオフ制度の説明も併せて
行い、被害にあわないよう注意喚起する。

5 156

28
千丸台文化祭＆福祉バ
ザー・まんまるフェスタ同

時開催
H30

７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

まんまるフェスタは同愛会職員、利用者、
保護者を中心に開催。千丸台文化祭＆福
祉バザーは千丸台団地自治会、地区社
協、商店街、近隣福祉事業所を中心に開
催。両イベントを同時開催し交流を図り、
互いの来場者が行き来することでイベント
全体を盛り上げ、連携して新たなものを作
り更なる発展を目指す。

５：地域 7

出店・ステージ・福祉イベント

1 2500

29 ほどがや区民祭り H20
４：共催（１と

２）
１：優先的に
取り組み

区民が多数来場する「区民まつり」に区内
全てのケアプラザの担当職員が参加する
ことで、顔の見える関係づくりを図る。そし
てケアプラザが地域住民にとって身近で
気軽に相談・活動できる施設であることを
理解して頂き今後の福祉保健活動へとつ
なげる。

５：地域 7

福祉保健センター１区分を使用し、ケアプラザの周
知を行う。タイトル「そうだね！ケアプラザへ行こ
う！」～おもちゃから苗木まで～としてシールアン
ケートを実施する。内容は①ケアプラザを利用したこ
とはありますか？②こんな活動なら参加してみたい。
を大項目とし、地域住民が地域で参加できる活動を
分析して、ケアプラザの活動にも役立てる。回答して
くれた後に苗木を配布する。
開催日当日、台風の影響で中止となる。

0 0

30 ケアプラザ文化祭 H27
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

当CP利用の団体が日頃の成果を発表し
PR活動を通して新たな参加所を募る場の
提供。 ５：地域 7

大正琴・日本舞踊・和太鼓・剣舞等12団体
による披露、また書道・小物づくり等創作
団体による作品の展示。 1 100



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

31
介護者の集い「えがおの

会」
H30

２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

介護者を対象に、日頃の介護疲れや悩
み、相談、情報交換等、家族同士が気軽
に話し合える場を設定し、介護負担の軽
減につなげる。

７：その他

ケアプラザ内に在宅で家族を介護してい
る方を対象に集い場を設定。
【場所】上菅田地域ケアプラザ
【開催日】4/17・6/9・11/6・1/29

4 24

32 認知症普及啓発 H29
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

認知症の理解を深める為の広報活動を
行いながら、サポーター養成講座やサロ
ンで行っている予防講座や介護者の集い
などを紹介し、必要な人に必要な情報を
提供していく。

５：地域

”ほっとな福祉・健康まつり”で”認知症に
なっても安心して暮らせる街づくり”をテー
マに認知症に関するアンケートや情報提
供をしながら普及啓発を実施
【日時・場所】11/17・上菅田小学校

1 100

33 区内認知症講座 H27
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

病院に診察に訪れる方やその家族を対
象として認知症講座を開くことで、普段ケ
アプラザに来る機会のない層へ認知症に
関する正しい知識を持っていただく機会と
する。併せてケアプラザに関する周知活
動も行うことで、区内全体でのケアプラザ
への認知度向上も目指す。

５：地域

区民に対する認知症の理解、区内病院と連携
し認知症の理解を推進する。あわせて相談窓
口や認知症に関係する事業の案内等含めケ
アプラザの周知を行う。
・聖隷横浜病院「市民公開講座（脳卒中最前
線）　2019・10月5日（38名）・育成会横浜病院
「育成会市民公開講座～地域の中で豊かに暮
らす～【第5回認知症講座】11/30（20名）

2 58

34
こども太鼓＆なかまの和

太鼓交流会
H27

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

当法人グループホームの障がい者で結成
している成人和太鼓チーム「なかまの輪
太鼓」と当ケアプラザ自主事業の「こども
太鼓」の練習成果の発表会、それにより
活動意欲の向上。チーム同士の交流。餅
つき等他イベントあり。

４：子ども・
青少年

2

対象者：「なかまの輪太鼓」と「こども太
鼓」のメンバーと関係者/対象地域：/会
場：当地域ケアプラザ/開催日時：8月予定
/参加費：未定
→令和元年度は「こども太鼓」のみ実施
し、本事業は開催せず

0 0

35
ビデオ・DVD・絵本・大型
紙芝居等の貸出し

H4
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

おもちゃ図書館にある品物の貸出しによ
り、子育て中の親子への仲間作りや交流
による子育て支援。 ５：地域 7

対象者：子育て中の親子/対象地域：上菅
田町、新井町/会場：/開催日時：常時実
施/料金：無料
→No.7のおもちゃ図書館「子育て広場」と
して実施

0 0

36 地域の福祉祭り参加 H19
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

当法人日中作業場作成品等出店販売、
福祉相談コーナー等で参加し、当法人、
当ケアプラザの活動内容等の周知を図
る。ほっとな福祉健康祭り等

５：地域 7

11月17日　第12回ほっとな福祉・健康まつ
り
※No.22まんまる太鼓として和太鼓披露
※製品販売としては人員上の都合により
不参加

1 25

37 地域の夏祭り参加 H24
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

当法人日中作業場作成品等出店販売、
福祉相談コーナー等で参加し、当法人、
当ケアプラザの活動内容等の周知を図
る。①千丸台ふるさと祭り

５：地域 7

7月21日　千丸台ふるさと祭り
8月3日　笹山団地夏祭り
※No.18こども太鼓として参加
※製品販売としては人員上の都合により
不参加

2 40


